
創刊号
平成17年4月15日発行
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か
た
　
が
み
　
し 

３月２２日

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し

新
た
な
歴
史
が
始
ま
る

潟
上
市
の
人
口
は
３
万
６
、１
０
２
人

天
王
町
・
昭
和
町
・
飯
田
川
町
が
合

併
し
て
、
新
た
に
発
足
し
た
新
市
「
潟

上
市
」
は
、
人
口
三
万
六
、
一
〇
二
人

（
住
民
基
本
台
帳
四
月
一
日
現
在
、
う

ち
男
性
一
万
七
、
二
六
五
人
・
女
性
一

万
八
、
八
三
七
人
）、
総
面
積
は
約
九

▲潟上市役所天王庁舎

十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

県
内
の
合
併
自
治
体
と
し
て
、
人
口

増
加
が
見
込
め
る
地
域
で
あ
り
、
県

都
・
秋
田
市
に
隣
接
し
て
良
好
な
生
活

環
境
と
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な

自
然
環
境
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

３
月
22
日
、
ま
ば
ゆ
い
春
の
陽
射
し
の
も
と
、『
潟
上
市
（
か
た
が
み

し
）』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
日
、
来
賓
や
議
会
議
員
、
市
職
員
、
市
民
な
ど
が
見
守
る
中
、「
潟

上
市
開
庁
式
」
が
、
天
王
・
昭
和
・
飯
田
川
庁
舎
前
で
一
斉
に
行
わ
れ
、

市
旗
の
掲
揚
や
銘
板
の
除
幕
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
新
市
の
船
出
を
祝
い

合
い
ま
し
た
。

潟上 潟上市開庁式 
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各
庁
舎
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

潟
上
市
役
所
天
王
庁
舎
で
行
わ
れ
た

開
庁
式
は
、
早
朝
八
時
、
議
会
議
員
や

市
職
員
、
大
勢
の
市
民
が
新
市
誕
生
の

瞬
間
を
見
届
け
よ
う
と
集
ま
り
、
庁
舎

前
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
真
新
し
い
国
旗
・
市
旗

が
掲
揚
さ
れ
、
小
玉
久
男
市
長
職
務
執

行
者
を
は
じ
め
、
合
併
協
議
会
委
員
に

よ
っ
て
正
面
玄
関
の
銘
板
の
除
幕
が
行

わ
れ
る
と
、
市
職
員
や
市
民
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
小
玉
市

長
職
務
執
行
者
が
「
潟
上
市
は
市
民
の

夢
と
希
望
を
の
せ
て
船
出
し
た
。
新
市

は
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
合
併

効
果
が
発
揮
で
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た

▲飯田川庁舎 ▲昭和庁舎

▲総合窓口センターでは市民サービスが本格スタート

行
政
運
営
が
可
能
で
あ
る
。
新
市
建
設

計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
行
政

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
昭
和
・
飯
田
川
庁
舎
で
も
、

来
賓
や
市
職
員
、
市
民
が
見
守
る
中
、

銘
板
の
除
幕
や
市
旗
の
掲
揚
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
、
新
市
誕
生
を
祝
い
合

い
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
各
庁
舎
で
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
新
市
と
し
て
の
業
務
が

ス
タ
ー
ト
。
窓
口
に
は
多
く
の
市
民
ら

が
住
民
票
の
交
付
や
各
種
届
出
に
訪
れ

ま
し
た
。

飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で

は
、
飯
田
川
飯
塚
在
住
の
石
川
敬
さ
ん
、

幹
子
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
届
を
提

出
し
、
新
市
第
一
号
と
し
て
受
理
さ
れ
、

周
囲
か
ら
祝
福
を
受
け
る
な
ど
、
和
や

か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新市「潟上市」誕生という、歴史的な第一歩を

踏み出すことができましたことは、市民の皆様を

はじめ関係各位のご努力の賜と深く感謝申し上げ

ます。

「潟上市」の特徴は、合併自治体として人口増

の見込める有望な地域であり、県都秋田市に隣接

して都市的な特性と広大な田園、海、湖に抱かれ

た豊かな自然を兼ね備えております。また、合併

市町村としては非常にコンパクトであります。こ

の潟上市は、コンパクトであるがゆえに、合併の

効果が発揮できる、地域に根ざした行政運営が可

能であると自負しております。市民の皆様に「合

併してよかった」と言われるようなまちづくりを

職員とともに取組んで参りたいと存じます。

合併の真価が問われるのはまさにこれからであ

ります。新市「潟上市」は行政課題に的確に対応

し、住民福祉の向上に努めてまいるとともに、新

市建設計画の将来像であります「活き生き36000

の夢づくり　一人ひとりが輝く　ひとと環境に優

しい田園都市」の実現に向け、行政と住民が一体

となって取組んで参りたいと存じます。

３町それぞれのこれまで培ってきた地域力を結

集し、心豊かに暮らせるまちづくりに邁進すべく

市民皆様のお力添えを賜りますよう、お願い申し

上げます。

開庁にあたって

潟上市長職務執行者

小 玉 久 男
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PM 3 : 00～4 : 00
３庁舎で職員に訓示（写真は天王庁舎）

～小玉市長職務執行者の一日～

潟
上
市
が
誕
生
し
た
「
三
月
二
十
二
日
」。
こ
の
日
、
市
で
は
多
く
の
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
庁
舎
開
庁
式
で
は
新
市
誕
生
を
祝
う
と
共
に
、
各
行
政
委
員
会
や
、

各
団
体
辞
令
交
付
、
職
員
訓
辞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
多
忙
を

極
め
た
小
玉
市
長
職
務
執
行
者
の
長
い
一
日
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

AM 7 : 30 市幹部職員に辞令を交付
（天王庁舎大会議室）

AM 9 : 30 選挙管理委員会を開催（天王庁
舎会議室）

AM 10 : 30 教育委員会委員に辞令を手渡す

小玉市長職務執行者を囲んで記念撮影

PM 1 : 00 市消防団、防犯指導隊、交通指導隊に辞令
を交付（飯田川庁舎会議室）

AM 6: 50 専決処分を決裁・署名
（天王庁舎市長応接室）

AM 10 : 00 固定資産評価審査委員会委員に辞令交付（天
王庁舎大会議室）
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○吉田　良子さん（上江川）
「天王・昭和・飯田川３町の合併には大い
に期待しています。少しでも早く、住民間の
融和が図られ、心のふれあいができる機会を
つくってほしいです。閉町に寂しさもありま
すが、新しい出会いが楽しみです」

○潟上市立羽城中学校に入学した
星野慧太さん（大久保）
「飯田川の人と同じ市になったし、一緒に
仲良くしたいです。それに天王の中学校と
も仲良くしたいので交流できるようにして
ほしいです」

○三浦　弘さん・絹子さん（上江川）
「潟上市の発展のために3町の伝統・文化
を引き継ぐことが大切だと思っています。そ
して、新市の持つ八郎潟や日本海、豊かな自
然を活かした新しいまちづくりを期待してい
ます」

○潟上市の婚姻第１号となった石川夫妻
飯田川飯塚在住の石川敬（29歳）と幹子（28

歳）さんが、飯田川庁舎を訪れ婚姻届を提出。潟
上市の第１号として受理されました。
地元の小玉醸造（株）に勤務する敬さんは、

「第１号を期待して数週間前から準備していまし
たので大変うれしいです。 潟上市に期待するこ
とは、遊ぶ場所をもっと建設してほしいと思っ
ています」
秋田市で保育士をしている幹子さんは「市が

10周年、20周年と節目を迎えれば、自分たちも
同じ記念日になります。潟上市の幼児教育も参
考にしたいです」

式典では、物故功労者に対する黙祷と町民憲章朗唱後、小
玉町長が「町の歩みを振り返りながら思い出を語り、今後の
更なる発展を期待します」とあいさつし、門間議長、児玉県
議が祝辞を述べました。
その後、町長・議長による「町旗降納」が行われ、最後に
出席者全員で「町民歌」を斉唱し、飯田川町に別れを告げ
ました。

天王町閉庁式
は、３月18日、役
場正庁を会場に大
勢の町職員が出席
して行われまし
た。

が昭和町民歌を斉唱しました。庁舎前で佐々木助役の手に
より町旗が降ろされしんみりとした雰囲気の中、千田町長、
佐々木助役、小林教育長に花束が贈られ、式を終えました。

３月18日、昭和町
役場の閉庁式が役場庁
舎正面玄関で、行われ
ました。
閉庁式では、はじめ

に千田鐵太郎町長があ
いさつし、続いて職員

飯田川町閉町
式は、３月18日の
午後３時から役
場正庁で行われ、
町議会議員や各
団体の代表者な
ど約150人が出席
しました。

式では、石川光男町長が「合併は三町が発展するための通
過点であり、職員のみなさんにはこれまでの伝統と歴史を誇
りとし、新市発展のために職務に励んでほしい」とあいさつ
を述べました。
最後に、町四役に職員から花束が手渡され、職員の大きな
拍手に見送られ、天王町53年の歴史に幕を閉じました。

天王町閉庁式 
 
昭和町閉庁式 
 
飯田川町閉町式 

天王町閉庁式 
 

天王町閉庁式 
 
昭和町閉庁式 
 
飯田川町閉町式 

 
昭和町閉庁式 
 

天王町閉庁式 
 
昭和町閉庁式 
 
飯田川町閉町式 飯田川町閉町式 
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▲潟上市初の市議会臨時会（昭和庁舎議場）

３
月
22
日
に
潟
上
市
が
誕
生
し
、
初
の
市
議
会
が
３
月
28
日
か
ら
３
日
間
、

潟
上
市
役
所
昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
市
初
の
議
長
に
は
赤
平
末
次
郎
氏
（
昭
和
）、
副
議
長
に
は
門
間
英
也
氏

（
飯
田
川
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
に
は
議
会
運
営
に
関
す
る
議
案
や
新
市
発
足
時
に
伴
う
専
決
処
分
、

平
成
17
年
度
一
般
・
各
特
別
会
計
暫
定
予
算
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。議　長

赤平末次郎

副議長

門間　英也

市 議 会  
臨 時 会  

●

●

●

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
●

●

●

三
月
二
十
八
日
に
招
集
の
市
初
議
会

に
は
、
市
議
会
議
員
五
十
一
人
（
定
員

五
十
二
人
、
う
ち
天
王
二
十
人
・
昭
和

十
七
人
・
飯
田
川
十
五
人
）
が
出
席
し
、

市
当
局
か
ら
は
、
小
玉
市
長
職
務
執
行

者
の
ほ
か
教
育
長
、
部
長
、
課
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
年
長
議
員
の
淡
路
五
十

一
臨
時
議
長
が
開
会
宣
言
を
し
、
小
玉

市
長
職
務
執
行
者
が
「
市
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
三
庁
舎
と
も

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
新
市
建
設
計

画
に
掲
げ
た
『
活
き
生
き
三
六
〇
〇
〇

の
夢
づ
く
り
　
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ひ

と
と
環
境
に
や
さ
し
い
田
園
都
市
』
を

め
ざ
し
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

初
日
の
議
長
選
挙
の
結
果
、
初
代
議

長
に
赤
平
末
次
郎
氏
（
昭
和
）
が
就
任

し
ま
し
た
。
赤
平
議
長
は
「
議
会
の
機

能
を
発
揮
し
、
住
民
と
行
政
の
架
け
橋

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

続
く
副
議
長
選
挙
の
結
果
、
門
間
英

也
氏
（
飯
田
川
）
が
当
選
。
門
間
副
議

長
は
「
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

就
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

▲新議長の選挙風景

●
専
決
処
分
の
承
認

・
潟
上
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
ほ
か
一

八
二
件
の
条
例
制
定

・
平
成
十
六
年
度
潟
上
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

ほ
か
一
二
件

・
字
の
名
称
の
変
更

・
指
定
金
融
機
関
の
指
定

・
潟
上
市
と
秋
田
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の

事
務
の
委
託
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【
各
常
任
委
員
会
・

議
会
運
営
委
員
会
】

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員

会
の
構
成
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
天
＝
天
王
地
区
、
昭
＝
昭
和
地
区
、

飯
＝
飯
田
川
地
区
）

総
務
常
任
委
員
会
（
十
三
名
）

委
員
長
　
　
小
林
　
友
明
（
昭
）

副
委
員
長
　
西
村
　
　
武
（
天
）

委
　
員

千
田
　
正
英
（
天
）
冨
樫
　
鉄
蔵
（
飯
）

淡
路
五
十
一
（
飯
）
後
藤
　
一
志
（
天
）

佐
藤
恵
佐
雄
（
天
）
菅
原
養
太
郎
（
昭
）

土
肥
　
茂
宏
（
飯
）
藤
原
　
典
男
（
天
）

伊
藤
　
栄
悦
（
飯
）
菅
原
　
権
悦
（
昭
）

赤
平
末
次
郎
（
昭
）

社
会
厚
生
常
任
委
員
会
（
十
三
名
）

委
員
長
　
　
佐
藤
　
忠
悦
（
昭
）

副
委
員
長
　
伊
藤
　
　
博
（
天
）

委
　
員

菅
原
　
　
勉
（
昭
）
櫻
庭
　
金
市
（
天
）

鎌
田
　
　
久
（
飯
）
伊
藤
　
金
英
（
天
）

佐
藤
　
正
信
（
飯
）
成
田
　
　
進
（
天
）

佐
藤
傳
一
郎
（
飯
）
菅
原
　
俊
雄
（
昭
）

佐
藤
　
幸
孝
（
天
）
徳
原
　
恭
一
（
昭
）

門
間
　
英
也
（
飯
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
十
三
名
）

委
員
長
　
　
嶋
田
　
満
雄
（
飯
）

副
委
員
長
　
佐
藤
　
義
久
（
昭
）

委
　
員

鐙
　
　
則
夫
（
飯
）
吉
田
　
義
雄
（
天
）

門
間
兵
一
郎
（
飯
）
児
玉
　
春
雄
（
天
）

佐
々
木
松
雄
（
天
）
佐
藤
　
　
昇
（
天
）

奈
良
与
三
郎
（
昭
）
菅
原
　
市
郎
（
昭
）

鐙
　
　
仁
志
（
飯
）
大
澤
　
一
義
（
昭
）

堀
井
　
克
見
（
天
）

文
教
常
任
委
員
会
（
十
三
名
）

委
員
長
　
　
阿
部
　
幸
基
（
飯
）

副
委
員
長
　
菅
原
　
久
和
（
昭
）

委
　
員

二
田
　
　
功
（
飯
）
菅
原
伊
佐
美
（
昭
）

佐
藤
　
冨
夫
（
天
）
千
種
　
清
一
（
飯
）

大
谷
　
貞
廣
（
天
）
藤
原
　
幸
作
（
昭
）

村
井
　
政
克
（
天
）
武
藤
　
　
守
（
天
）

藤
原
　
幸
雄
（
天
）
鈴
木
　
組
子
（
昭
）

澤
井
昭
二
郎
（
昭
）

議
会
運
営
委
員
会
（
八
名
）

委
員
長
　
　
後
藤
　
一
志
（
天
）

副
委
員
長
　
大
澤
　
一
義
（
昭
）

委
　
員

冨
樫
　
鉄
蔵
（
飯
）
鎌
田
　
　
久
（
飯
）

村
井
　
政
克
（
天
）
藤
原
　
幸
雄
（
天
）

堀
井
　
克
見
（
天
）
徳
原
　
恭
一
（
昭
）

な
お
、
市
議
会
議
員
は
在
任
特
例
期

間
十
一
カ
月
（
平
成
十
八
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
）
を
在
職
す
る
も
の
で
す
。

【
一
部
事
務
組
合
議
会
】

○
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員

冨
樫
　
鉄
蔵
（
飯
）
佐
藤
　
正
信
（
飯
）

奈
良
与
三
郎
（
昭
）
嶋
田
　
満
雄
（
飯
）

菅
原
　
俊
雄
（
昭
）
菅
原
　
権
悦
（
昭
）

○
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
議
会

議
員

佐
藤
　
冨
夫
（
天
）
吉
田
　
義
雄
（
天
）

伊
藤
　
　
博
（
天
）
堀
井
　
克
見
（
天
）

○
男
鹿
地
区
衛
生
処
理
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員

児
玉
　
春
雄
（
天
）
伊
藤
　
金
英
（
天
）

成
田
　
　
進
（
天
）
武
藤
　
　
守
（
天
）

○
井
川
町
・
潟
上
市
共
有
財
産
管
理
組

合
議
会
議
員

鐙
　
　
則
夫
（
飯
）
門
間
兵
一
郎
（
飯
）

淡
路
五
十
一
（
飯
）
鎌
田
　
　
久
（
飯
）

○
農
業
委
員
会
委
員
（
議
会
推
薦
）

村
井
　
政
克
議
員
（
議
会
か
ら
＝
天
）

古
戸
　
栄
子
氏
（
一
般
か
ら
＝
飯
）

・
秋
田
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
に
加
入
す

る
件

・
南
秋
田
郡
介
護
認
定
審
査
会
に
加
入
す
る
件

・
秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
会
員
と
な
る

件
・
秋
田
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
の
会
員
と
な
る

件●議
案

・
潟
上
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

・
潟
上
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
関

す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て

・
潟
上
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
老
人
保
健
特
別
会
計

暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
有
線
放
送
事
業
特
別

会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
合
併
処
理
浄
化
槽
事

業
特
別
会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
豊
川
財
産
区
特
別
会

計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
下
虻
川
財
産
区
特
別

会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
和
田
妹
川
財
産
区
特

別
会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
飯
塚
財
産
区
特
別
会

計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
水
道
事
業
特
別
会
計

暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
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潟
上
市
農
業
委
員
会
の
初
総
会

が
、
三
月
三
十
日
、
潟
上
市
役
所

昭
和
庁
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
農
業
委
員
会
長
並

び
に
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
が

あ
り
、
初
代
会
長
に
は
車
屋
善
也

氏
（
飯
田
川
）、
会
長
職
務
代
理

者
に
は
鈴
木
菊
男
氏
（
天
王
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
に
つ
い
て
は
、
旧
三
町
の

選
挙
委
員
三
十
二
人
、
関
係
機
関

か
ら
の
選
任
委
員
六
人
（
Ｊ
Ａ
あ

き
た
湖
東
・
Ｊ
Ａ
秋
田
み
な
み
・

土
地
改
良
区
・
秋
田
中
央
農
業
共

済
組
合
選
出
各
一
人
、
議
会
推
薦

二
人
）
の
計
三
十
八
人
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
委
員
の
任
期
は
、
在
任

特
例
と
し
て
平
成
十
七
年
七
月
十

九
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

潟 上 市
農業委員会委員

会　　　長 車屋　善也（飯田川・選挙）

会長職務代理者 鈴木　菊男（天　王・選挙）

委 員

村井　政克（天王・学識） 三浦　清孝（天王・選挙）

田仲　隆清（飯田川・選挙） 冨樫　金美（飯田川・選挙）

門間　敬進（飯田川・選挙） 間杉　重治（飯田川・選挙）

畠山　三男（昭和・選挙） 櫻庭　一明（天王・農協）

藤田剛太郎（飯田川・選挙） 菊地　重喜（天王・選挙）

藤原　明正（天王・選挙） 鎌田　昭一（昭和・農協）

菅原　倉美（昭和・土地改良） 伊藤勇五郎（飯田川・選挙）

高橋　京子（昭和・選挙） 伊藤　邦夫（天王・共済）

高橋　貞悦（天王・選挙） 畠山　金男（昭和・選挙）

宮田　紀夫（昭和・選挙） 丸谷　金一（天王・選挙）

菅原　　章（昭和・選挙） 原田　誠進（飯田川・選挙）

伊藤　良勝（天王・選挙） 菅原　順市（昭和・選挙）

瀬下　　忠（昭和・選挙） 伊藤　久雄（飯田川・選挙）

三浦　一郎（飯田川・選挙） 佐藤　　肇（天王・選挙）

大沢　　巌（昭和・選挙） 古戸　栄子（飯田川・学識）

川上　幸作（昭和・選挙） 菅原善之助（昭和・選挙）

櫻庭　正義（天王・選挙） 門間兵一郎（飯田川・選挙）

菅原　金春（昭和・選挙） 安田　堅悦（天王・選挙）

会
　
長
　
車
屋
　
善
也

会
長
職
務
代
理
者鈴

木
　
菊
男

○
潟
上
市
教
育
委
員
会

委
員
長工

藤
紀
代
子
（
天
　
王
）

職
務
代
行
者

菊
地
　
　
紘
（
飯
田
川
）

委
　
員佐

々
木
洋
夫
（
昭
　
和
）

加
藤
　
裕
一
（
天
　
王
）

教
育
長小

林
　
　
洋
（
昭
　
和
）

○
潟
上
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長薄

田
　
　
博
（
天
　
王
）

職
務
代
理
者

小
松
　
吉
雄
（
昭
　
和
）

委
　
員小

熊
　
顕
二
（
飯
田
川
）

柏
崎
　
重
嗣
（
天
　
王
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長菊

地
　
芳
男
（
飯
田
川
）

委
　
員菊

地
福
一
郎
（
天
　
王
）

奈
良
　
　
勤
（
昭
　
和
）

団
　
長

鎌
田
　
健
一(

天
　
王)

副
団
長

藤
田
剛
太
郎(

飯
田
川)

副
団
長

菅
原
　
金
春(

昭
　
和)

天
王
支
団
長菊

地
　
　
進(

天
　
王)

昭
和
支
団
長菅

原
　
純
一(

昭
　
和)

飯
田
川
支
団
長

古
戸
　
俊
行(

飯
田
川)

昭
和
副
支
団
長

佐
々
木
一
信(

昭
　
和)

飯
田
川
副
支
団
長

間
杉
　
重
治(

飯
田
川)

天
王
副
支
団
長

伊
藤
　
良
勝(

天
　
王)

隊
　
長

澤
井
金
一
郎(

昭
　
和)

副
隊
長

武
藤
　
　
守(

天
　
王)

副
隊
長

三
浦
　
正
雄(

飯
田
川)

隊
　
長

中
井
　
光
春(

飯
田
川)

副
隊
長

石
川
　
重
光(

天
　
王)

副
隊
長

菅
原
　
浩
一(

昭
　
和)



11

４月４日から７日にかけて、市内の各保育・幼稚園、小中学校では、

「潟上市立」として初の入園・入学式が行われました。

各式では新入生らが緊張の面持ちを見せながらも、新しい世界に胸

を弾ませていました。

▲友だちいっぱいつくるゾ（昭和西保育園）

▲中学校生活に夢と希望をもって（羽城中学校）

▲先生のお話、ちゃんと聞けるヨ（天王小学校）

▲「ハーイ！」元気にあいさつできました（大久保小学校）

▲〝心ウキウキ〟小学校生活（飯田川小学校）

▲心晴れやかに新たなスタート（天王中学校）

▲今日からみんなお友だち（若竹幼児教育センター）

▲大きな声で歌えたヨ（昭和東保育園） ▲保育園は楽しいことがいっぱい！
（追分保育園）
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4月1日、昭和飯田川商工会開所式が、商工会役員・潟上市職

務執行者などの来賓を招き、昭和飯田川商工会館で行われました。

式典は、設立委員長あいさつ後、秋田振興局長から「合併認可

書」が交付され、新たに昭和飯田川商工会長に就任した菅原三朗

氏、同副会長の諸橋磯光氏と佐藤忠悦氏の３人による看板除幕で

スタートしました。

続いて、職員の辞令交付、職員代表による誓約書奉読などが行

われました。その後、潟上市昭和公民館ホールで開所記念祝賀会

が開かれ、新たな門出を祝い合いました。

「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班　�878-9802）

3月16日、天王南中学校生徒会が旧・天王町社会福祉
協議会を訪れ、車椅子２台を贈呈しました。
同校では、長年にわたり生徒会が中心となって毎月

「３」のつく日に朝夕２回の回収運動や地域住民の協力を
得ながらリサイクル活動を行っています。
当日は、生徒会を代表して小柳聡美さん（3年）と鎌

田裕希さん（3年）が社会福祉協議会を訪問。小柳さん
は「昨年は地域の方々の協力を得ながら、アルミ缶回収
で総額9万2,000円を換金することができた。車椅子を
贈ることで、地域の方々に少しでも役立ててほしい」と
話していました。

３月27日の早朝、飯田川地区の各自治会一斉による交
通安全施設の清掃を行いました。
同地区では、毎年１回、冬期間に汚れたガードレール

やカーブミラーなどの交通安全施設を住民らが協力して
実施しています。
この日は全２９自治会それぞれに集合し、通学路を中

心に清掃。参加者一人ひとりが汚れた施設を丁寧にふき
取り、交通安全に一役買っていました。

地域住民による
交通安全施設清掃を実施

飯田川

�
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い

�
福
祉
の
心
を
育
む

飯田川

アルミ缶回収で
車椅子2台を贈呈

天 王天 王

昭和飯田川商工会
開所式

昭　和
飯田川
昭　和
飯田川

▲新しい銘板を披露

▲テープカットで開所を祝う



潟上市指定ごみ袋取扱者一覧
潟上市の「指定ごみ袋」は、下記の取扱店（取扱者）よりご購入ください。また、旧町

のごみ袋（天王町・昭和町・飯田川町名入）はどれでも使用可能です。（取扱い一覧は３月
22日現在）
◎お問い合わせ先　市役所飯田川庁舎　生活環境課（�877‐7802）

平成17年３月22日現在

No. 地区名 町内会名 販　　売　　所
1 天　王 塩　　口 桜庭商店
2 天　王 中 羽 立 菅生商店
3 天　王 羽　　立 鈴木秀夫
4 天　王 羽　　立 安田一十三
5 天　王 渋　　谷 桜庭茂雄
6 天　王 渋　　谷 丸谷兼美
7 天　王 天　　王 こだま商会
8 天　王 天　　王 鶴田稔
9 天　王 天　　王 沼田商店
10 天　王 江　　川 石井商店
11 天　王 江　　川 伊藤商店
12 天　王 江　　川 ミートショップ藤原
13 天　王 児　　玉 桜庭孝則
14 天　王 児　　玉 吉元信雄
15 天　王 大　　崎 丸正商店
16 天　王 二田一区 ショッピングセンターファミリー
17 天　王 二田一区 菅原商店
18 天　王 二田一区 （資）肉のさとう
19 天　王 二田二区 中村商店
20 天　王 二田二区 松田商店
21 天　王 二田二区 畠山商店
22 天　王 二田二区 伊藤邦夫
23 天　王 二田三区 斉藤馨　
24 天　王 二田三区 沢畑昇
25 天　王 二田駅前 Aコープ天王店
26 天　王 二田駅前 安田時計店
27 天　王 二田駅前 加藤商店
28 天　王 二田駅前 赤帽伊藤運送
29 天　王 二田駅前 扇寿司
30 天　王 二田駅前 ビューティーサロンはらた
31 天　王 二田新町 ローソン天王上江川店
32 天　王 蒲　　沼 マックスバリュ天王店　
33 天　王 下 出 戸 飯嶋商店
34 天　王 下 出 戸 桜庭商店
35 天　王 出戸新町 御食事処一路
36 天　王 出戸新町 まるさ商店
37 天　王 三 軒 屋 斉藤商店
38 天　王 上 出 戸 菊堅商店
39 天　王 上 出 戸 きくや商店
40 天　王 上 出 戸 森永牛乳鎌慶商店
41 天　王 追　　分 ㈲ダイサン追分店
42 天　王 追 分 西 田口昇
43 天　王 追 分 西 古仲弘志
44 天　王 追 分 西 大渕商店
45 天　王 上 北 野 うさちゃんクリーニング上北野店
46 天　王 上 北 野 ローソン天王長沼店
47 天　王 牛　　坂 斉藤武
48 天　王 牛　　坂 ローソン天王追分店

No. 地区名 町内会名 販　　売　　所
49 天　王 羽立北野 三浦商店
50 昭　和 駅　　前 鎌重商店
51 昭　和 駅　　前 半田金物店
52 昭　和 駅　　前 ヤマザキデイリーストアー昭和町店　
53 昭　和 駅　　前 ㈲マルヒロフーズ
54 昭　和 元　　木 高橋商店
55 昭　和 元　　木 ㈲ダイサン大久保店
56 昭　和 アミダ堂 メーオー
57 昭　和 アミダ堂 コメリHG昭和店
58 昭　和 アミダ堂 ㈱菅英佃煮本舗
59 昭　和 上　　町 菅芳商店
60 昭　和 上　　町 ファッションハウスコダマ
61 昭　和 中　　町 鎌幸商店
62 昭　和 下　　町 菅市商店
63 昭　和 下　　町 ㈲小林縫製工業
64 昭　和 乱　　橋 高橋酒店
65 昭　和 新　　関 菅原文太郎商店
66 昭　和 新　　関 西川商店
67 昭　和 野　　村 ショッピングセンター小林
68 昭　和 野　　村 菅原商店　
69 昭　和 野　　村 藤田商店
70 昭　和 野　　村 吉田魚屋
71 昭　和 天 神 下 藤田商店
72 昭　和 船　　橋 瀬下商店
73 昭　和 株　　山 佐々木商店
74 飯田川 羽 立 一 大郷精肉店
75 飯田川 羽 立 一 千田文具
76 飯田川 羽 立 一 永井文具店
77 飯田川 中 町 一 飯田川婦人会下虻川支部
78 飯田川 中 町 二 鐙惣米穀店
79 飯田川 土 手 一 佐藤ぎそう商店
80 飯田川 土 手 二 佐福商店
81 飯田川 柳　　田 三浦商店
82 飯田川 妹 川 浜 飯田川婦人会和田妹川支部
83 飯田川 妹 川 浜 菊地酒店
84 飯田川 金　　山 金山婦人会
85 飯田川 新 道 下 二竹商店
86 飯田川 飯 塚 上 石寅商店
87 飯田川 飯 塚 上 イトウ商店
88 飯田川 駅　　前 二田電気工事
89 飯田川 駅　　前 ヤマザキデイリーストアー飯田川店
90 飯田川 飯 塚 下 婦人会飯塚支部
91 秋田市 飯　　島 ヤマキ秋田飯島店
92 秋田市 下 新 城 ローソン秋田下新城店
93 井川町 井 川 町 スーパーセンターアマノ井川店
94 男鹿市 船　　越 スーパーセンターアマノ男鹿店
95 男鹿市 船　　越 ヤマキ男鹿店

ごみ袋 
ごみ袋 

潟上市 
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潟上市役所天王庁舎
総務課 ………………………… 878-9801

税務課 ………………………… 878-9803

収納課…………………………… 878-9804

総合政策課……………………… 878-9802

財政課…………………………… 878-9805

天王庁舎総合窓口センター ………… 878-9806

会計課…………………………… 878-9808
潟上市役所昭和庁舎
社会福祉課……………………… 855-5112

14

高齢福祉課……………………… 855-5113

健康課…………………………… 855-5115

昭和庁舎総合窓口センター ………… 855-5110

産業課…………………………… 855-5120

建設課…………………………… 855-5118

都市整備課……………………… 855-5119

下水道課………………………… 855-5121

水道課…………………………… 855-5123

議会事務局……………………… 855-5124

農業委員会事務局……………… 855-5122

潟上市役所飯田川庁舎

市民課…………………………… 877-7801

生活環境課……………………… 877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター ………… 877-7800

総務学事課……………………… 877-7803

幼児教育課……………………… 877-7804

生涯学習課……………………… 877-7805

スポーツ振興課 ………………… 877-7806

国体事務局……………………… 877-7807

第38回全県ふな釣り大会を開催します

釣り愛好者の皆さん！潟上市が発足し、最初のイベント
行事です。初心者の方でも、ベテランの釣り同好会員が親
切に教えてくれます。大会本部では、ふなの「焼き魚・田
楽・薫製・煮物等」を無料で試食できますので、家族での
参加をお待ちしています。
後　援 �潟上市・秋田魁新報社・昭和飯田川商工会
と　き �４月24日（日）

受付：４時～（ＪＲ羽後飯塚駅前広場）
※４時30分以降は「湖東農免道路飯塚
大橋前」で行います。

競技：４時30分～11時30分
《競技内容は、受付で説明します》

釣り場 �飯塚川～豊川(旧飯田川町地内)
参加料 �無料
賞　品 �・一般の部　　１位～20位まで

・少年の部　　１位～10位まで
『上位入賞者には優勝杯・トロフィ授与』
・大物賞

お問い合わせは………
飯田川釣り同好会会長　伊藤悟（�877-2262）
潟上市産業建設部産業課商工観光班（�855-5120）

軽自動車税の納期と減免申請について

軽自動車税の納税通知書を４月15日に発送しました。
納付期限は５月２日となっています。期限内納付をお願い
します。また、身体障害者に対する軽自動車の減免ですが、
申請はあくまで個人申請となっています。市役所各庁舎の
総合窓口センターに減免申請書を備え付けてありますの
で、今回配布の納税通知書、身体障害者手帳、免許証、車
検証、印鑑をご持参の上、納期限の一週間前までに申請し
てください。
なお、「軽自動車税」について減免を受ける場合は、同
時に「自動車税」の減免を受けることはできません。
お問い合わせは………
潟上市総務部税務課市民税班（�878-9803）

コンポストの購入費を助成します

市では今年度もごみ減量化施策の一環として、生ごみ処
理容器（コンポスター）の購入費を助成します。（昨年度
購入された方でも結構です。）

申込先 �潟上市生活環境課（飯田川庁舎）、潟上市各
庁舎、追分出張所（各所に申込み用紙を備え
てあります。）※印鑑をご持参ください。

申込期限�４月23日（土）～５月20日（金）
※申込書に3,000円を添えて申し込んでください。また、
容器は６月下旬ころ直接自宅にお届しますので申込書
には住所・氏名等詳しく記入してください。

お問い合わせ及びお申し込みは………
潟上市市民生活部生活環境課環境保全班（�877-7802）

安全・安心なまちづくりに助成します

県では、町内会・ＰＴＡ・老人クラブなどがまちづくり
として行う自主的な防犯・防災活動に必要な経費を助成し
ます。地域内パトロール、防犯・防災教室、安全マップの
作成などが助成対象になります。
お問い合わせは………
秋田県県民文化政策課
安全・安心まちづくりチーム（�860-1521）

税務職員を募集します

受験資格�昭和60年４月２日～昭和63年４月１日生まれの人
申込受付�６月21日（火）～６月28日（火）
申込書の請求�最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課

または人事院東北事務局
お問い合わせは………
人事院東北事務局（�022-221-2022）または
仙台国税局人事第二課（�022-263-1111）

ホームヘルパー２級養成研修講座受講者を募集します

医療法人正和会では、ホームヘルパー２級の養成研修を
開催します。
受講対象�全課程の受講が可能で、福祉の職場に就労を

希望し、資格を取得したい方。ボランティア
としての活動を希望する方。高齢者を抱えて
知識を必要としている方。50歳未満の方。

募集人員�60人（現在募集中です。定員になり次第、
締め切らせていただきます。）

研修日程�５月16日（月）～９月24日（土）
研修会場�医療法人正和会　会議室
受講料 �35,000円と教材費(テキスト代等7,000円位)
お問い合わせ及びお申込みは………
医療法人正和会（�877-7110）

市役所の電話番号（市外局番018）�ご用の方は、担当課への直通電話をご利用ください。
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４月19日 火 13時～14時 天王保健センター
曜日 受付時間 場　　所月日

５月12日

10時～

12時

５月31日

10時～

12時

木 お話：「赤ちゃんの

歯のお手入れ」

講師：歯科衛生士
長澤寿満子氏

昭和公民館

（申込み先：
健康課
�855-5115）

天王保健センター

（申込み先：
天王保健センター
�878-6570）

曜日 内　容 会　場月日

４月26日 火 13時～14時 天王保健センター
曜日 受付時間 場　　所月日

投票時間　�午前７時～午後８時

投票所　　�市内27カ所

お手元の投票所入場券に記載されている

投票所へおいでください。

投票方法　�当日の潟上市長選挙は、

記号式投票
（右記のとおり）

開票開始　�午後９時～

開票場所　�天王総合体育館

※４月16日までの期日前投票においては、
記名式投票（候補者の氏名を記入）となります。

潟
上
市
長
選
挙
投
票
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う
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一
、
投
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う
ひ
ょ
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一
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、
そ
の
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つ
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ん

に
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け
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こ
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二
、
○
の
ほ
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に
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け
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野の

丙へ
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乙お
つ

野の

甲こ
う

注意
投票用紙は文字を書いたり、△、□、×やその他の記号をつけ
たりしますと、その投票は 無効 になります。

あなたの大事な一票です　棄権しないで投票しましょう
お問い合わせは　�潟上市選挙管理委員会（�878-9807）

健康課からのお知らせ

「開放日」「育児相談」「予防接種」の日程は次のとおりです。
○予防接種日程
（ポリオ）生後３ヶ月～７歳半まで２回接種します。

（ＢＣＧ）生後３ヶ月～６ヶ月未満まで１回接種します。

○保健福祉センター開放日日程

○育児相談日程

お問い合わせは………天王保健センター（�878-6570）
飯田川保健福祉センター（�855-5180）

育児教室（ピヨピヨ教室）のお知らせ

健康課では、１歳未満のお子さんを対象に育児教室を行
います。ご希望の方は５月２日（月）まで、申し込んでくだ
さい。（先着15組まで）

受付時間は、９時45分～10時までです。
各会場へいらしてください。
持ってくるもの�赤ちゃんをお世話をするもの
※教室の間はボランティアさんがお子さんのお世話をします。

情
報

ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp informationinformation

くらしの

４月20日 水 10時～12時 天王保健センター
４月22日 金 10時～12時 飯田川保健福祉センター
４月28日 木 10時～12時 飯田川保健福祉センター

曜日 受付時間 場　　所月日

４月28日 木 10時～12時 飯田川保健福祉センター
曜日 受付時間 場　　所月日

くらしの

火 お話：
「知っておきたい

子どもの病気」

講師：たむらクリニック院長
田村広美氏



「春」は花々が咲き誇り、人々の心を和ませ、
出会いとふれあいが広がる季節です。
市内の公園や観光施設などには、春を満喫でき
るスポットが数多くあります。
市民のみなさんも、身近な春を体感し、心身
のリフレッシュに出かけてみませんか。天王グリーンランド・出戸浜いこいの森

「天王グリーンランド」「出戸浜いこいの森」では、4月中旬頃か
ら園内に桜が咲き誇ります。約20ヘクタールの広さをもつ出戸浜
いこいの森は、日本レクリエーション協会公認コースとして知ら
れ、ウォーキングや散策、ピクニックに最適です。

ブルーメッセあきた
県花き種苗センター「ブルーメッセあきた」は、世界の花々や
四季折々の山野草が観賞できる温室、３千平方メートルの芝生花
壇ではチューリップやマリーゴールド、サルビアなどの花々が堪
能できます。

新 市「 潟 上 市 」ホ ー ム ペ ー ジ 開 設
ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp
市では、行政サービスや管内施設、観光の案内、公
共施設の予約などを掲載した新市ホームページを開設
しています。
「広報かたがみ」やイベントの案内、地域の話題な
どを随時紹介していきますのでぜひご覧ください。

みなさんからの情報提供をお待ちしています
新市「潟上市」誕生と共に、広報「かたがみ」を新たに
月２回（15日号・1日号）発行します。
広報「かたがみ」では、行政情報を分かりやすくお知ら
せしながら、地域の話題やイベントなどの情報を掲載しま
す。市民みなさんからの情報提供をお待ちしています。
広報に関するお問い合わせは、企画部総合政策課広報統
計班まで（�878-9802）
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梅の里
飯田川地区の中央に位置する町民いこいの森「梅の里」。約5.3
ヘクタールの広さがあり、園内には「なにわ梅」など多種の梅が
観賞できる梅林園があります。園内は自由に散策でき、頂上の東
屋からは男鹿の山々や八郎湖が一望できます。
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